
構造物の長寿命化に向けた具体的手順 
（ ）内は概ねの経費 

 

・安全の強化 
  橋守カルテによる弱点の把握． 
  橋守による密着対応． 
  ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑによる早期検知と橋守の機動力 
・経営の安定 
  長期的なコスト低減効果 
   長寿命化による構造物の更新回避． 
   予防保全による維持管理コストの最小化 
  短期的なコスト低減効果 
   橋守（OB等）へのアウトソーシング． 
   ITを利用した専門家支援．（常時雇用は   
不要） 
  システムの共有化で初期負担不要． 
・地域の活性化（メンテナンス産業の創出） 
  橋守という新規雇用の創出と拡大． 
  地元の中小企業の参入． 
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最適管理曲線

１回目の予防保全
対策で劣化を改善

小規模対策の繰り返し
（地元で十分対応）

１回目の補修

ビーエムシーの直接業務（３０万円／橋） 
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①橋守カルテによる実態把握で， 
安全強化を達成． 
 
②寿命2倍で早期取替えを回避． 
 
③地元OBの「橋守」の活用で， 
人材不足をカバー． 
 
④専門家が常時バックに控える 
安心感を獲得． 
 
⑤初期投資なしで最新技術導入． 
（1.5万円/km/月がベース） 

具体的効果 

ビーエムシーの支援業務（３万円／橋） 

維持管理の処方箋「橋守カルテ」の構築 事例 

橋守カルテ（処方せん） 


